
 

 

 

 

 

富山に行ってきました 

お客様が最近出店された居酒屋を訪れたくて、富山に行ってきました。たまたま気圧配置が

良かったおかげで、冬の日本海側なのに抜けるような青空と透き通るような冠雪の山々を見るこ

とができました。ホテル周辺は雪が全く無く宇都宮よりも随分と温かくもあり、快適に街歩きをす

ることができました。富山の街は、お城を中心にコンパクトにまとまっていて、道もほぼ碁盤の目

のようになっているため、事前に地図を見ておくと適当に歩けば目的地に着くことができます。 
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令和８年１月２０日 第１９６号 

富山県美術館、富山城、秋水美術館、ギャルリ・ミレ

ー、富山市ガラス美術館を、徒歩でも 5時間ほどで廻

ることができました。路面電車が沢山走っているのです

が、歩くのが好きなのでそんなものは無視です。この中

での一押しは、秋水美術館の建物と日本庭園です。か

なり小さいのですが、空気が違うというか、何とも心地

良い場所でした。 

我
が
家
の
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 肝心の居酒屋は「越中舞華」と「花より魚」というお

店です。刺身三種盛と白エビの天ぷらをいただきま

したが、本当に美味しかったです。富山の地酒もある

のでしょうが、下戸なもので良く分かりませんでした。 

 どちらも富山駅から徒歩 5分くらい。ビジネスホテル

が密集した地域にあり便利です。富山に行くことがあ

りましたら、ぜひご利用ください。 どこからでも立山連峰が良く見えます。 

大きなイモがゴロゴロ。 

オフィスビルの間に山が見えます。 



有給休暇取得率が過去最高の 66.9％ 

厚生労働省の「令和７(2025)年就労条件

総合調査」によれば、令和６年の労働者１人

当たりの年次有給休暇取得率は 66.9％、平

均取得日数は 12.1 日でした。これは過去最

高の数値で、また近年は過去最高を更新し

続けていることから、年休の取得促進が進ん

でいることがうかがえます。 

中小企業では、業務量の偏りや代替要員

の確保が難しいことなどから、年休取得が進

みにくい傾向があります。しかし、年休取得

促進は、従業員の健康確保・離職防止・生産

性向上に直結する重要な取組みです。また

採用の観点でも、「きちんと休める会社か」は

若年層や育児世代を中心に関心の高い項

目です。大企業が週休３日制などを取り入れ

る中で、同業他社と比べて著しく取得率が低

かったり、促進の取組みを何もしていなかっ

たりという状況では、人材確保が困難となる

可能性があります。 

一昔前は「うちに有給休暇なんてものは無

い」と言い切る経営者がいました。私も実際

にお会いしたことがあります。「残業代も無

い」とも言っていましたが。こんな経営者がい

るとは、さすがに聞かなくなりました。 

若い世代ほど、有給休暇の取得には積極 

 

 

的です。放っておいても、そのうち取得率

100％の世の中になると考えられます。である

ならば、今のうちに取得率 100％にして、それ

を求人でアピールするのも良いのではない

でしょうか。 

◆年休取得促進のポイント 

① 計画的付与制度の活用 

年次有給休暇の計画的付与制度とは、年

次有給休暇の付与日数のうち５日を除いた

残りの日数について、労使協定を締結する

等により、計画的に休暇取得日を割り振るこ

とができる制度です。繁忙期・閑散期を見据

えて計画的に付与することで、事前に業務調

整を行いやすくなります。 

 

 

 

 

② 休みやすい職場環境の整備 

仕事はチームで行うという認識のもと、特

定の担当者しかできない業務を減らすことで、

休みやすい環境を整えることができます。情

報共有による属人化防止が実践のカギです。

また、上司の姿勢や職場の空気が取得率に

大きな影響を与えます。管理職研修や取得

状況の可視化が有効です。 
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